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はじめに

本資料は、アマチュア野球連盟のスタッフを対象とし、E-league、EasyScore、および

一球速報.comを利用した大会の速報配信の運用イメージを掴み、連盟スタッフが実施す

べき項目とその概要を把握していただくことを目的としたものです。

E-leagueとEasyScoreの機能や操作の詳細については、それぞれ別途説明資料等を用意

していますのでご参照ください。



１．連盟独自の大会速報配信の実現

連盟独自の大会速報配信を実現するための仕組み、体制について紹介します。

１．１ OmyuTechが提供するツール

OmyuTechは大会運営と速報配信を支援するため、次のツールを提供します。

① E-league（紹介動画：https://youtu.be/Cv2rbtAj58Y）

「E-leagueの大会運営支援Webサービス」で大会や参加チームの情報を登録し、対戦日程を設定します。

② EasyScore（紹介動画： https://youtu.be/Qtoc4IUrve4）

野球試合入力アプリ「EasyScore」で、試合の進行に合わせて一球一球入力します。

③ 一球速報.com（https://baseball.omyutech.com/）

EasyScore で入力された結果は、OmyuTechのWebサイト「一球速報.com」で速報配信されます。

各紹介動画は下記QRからでもご覧いただけます。

E-league EasyScore

https://youtu.be/Cv2rbtAj58Y
https://youtu.be/Qtoc4IUrve4
https://baseball.omyutech.com/


１．２ 大会スタッフと役割分担

大会スタッフは、E-leagueの操作担当者１名と、各試合をEasyScoreで入力する配信員で構成します。

１．連盟独自の大会速報配信の実現

連盟ごとに１つのアカウント

トーナメント作成

出場選手登録

スタッフ配置設定

資料のダウンロードなどパソコン

サイト 一球モード

打席モード

イニング得点モード

試合得点モード

入力者ごと、球場ごとなど運用しやすい
単位でアカウント作成できる

iPad iPhone

Android版は開発中

EasyScore
アプリ

１人の連盟スタッフ

数人の配信員



１．３ 速報配信風景

各試合の速報配信中は、連盟スタッフ、配信員が連携し、OmyuTechの要員がサポートします。

１．連盟独自の大会速報配信の実現

【OmyuTech】【連盟事務所】

公式記録員

一球速報配信員

（現場⾵景）

【各球場】

公式記録員の隣で
随時確認を取りな
がら入力すると、
正しい情報を配信
できます。

サポート要員



２．運用フロー

（１）運用形態の決定・周知

既存の公式記録と一球速報を並行運用するのか一球速報に一本化するのかなど、運用形態を決め、

役割分担などについて配信員と打ち合わせて周知します。

（２）配信体制の整備

EasyScoreで試合を入力する配信員を育成し、配信員の試合入力時のサポート体制も取り決めてお

きます。

（３）E-leagueを利用した大会準備

大会情報、参加チーム情報、試合日程、運営スタッフの割り当て、およびWeb広報などを行います。

（４）試合入力、メディア配信など

EasyScoreで試合経過・結果を入力し、Webサイトで速報配信します。

（５）大会後のデータ活用

大会終了後、蓄積されたデータを活用します。

≪ 大会後 ≫

≪ 大会中 ≫

≪ 大会前 ≫

≪ シーズン前 ≫



２．運用フロー

≪ シーズン前 ≫

（１）運用形態の決定・周知

一球速報の運用形態を決定し、運営管理者としての連盟スタッフと現場で試合入力を担う配信員が

事前に集まって話し合い、具体的な実施項目、実施手順などについて周知しておきます。

■ 公式記録の扱い

連盟で以前から手書きで公式記録を作成している場合、一球速報のデータをそのまま公式記録とす

るのか、従来の公式記録体制も残し、公式記録員と連携して一球速報する形（並行運用）をとるの

か選択します。

■ 照合作業の担当者

並行運用の場合、試合後に手書きの公式記録との照合作業が必要になるので、照合作業の担当者

（連盟事務局または配信員）を決めておきます。

■ ディレクター連携の有無

並行運用の場合、速報内容について問い合

わせを受けたときなどに、すぐ公式記録と

照合できるようにするため「ディレクター

連携」を利用するかどうか取り決めておき

ます。



２．運用フロー

■ 試合確定の担当者

試合入力後の照合、チェックが終わった後の「試合確定」のタイミングと実施担当者（連盟スタッフ）

を決めておきます。

■ 戦評運用の有無

配信員に「戦評」を書いてもらうかどうか取り決めておきます。

■ 一球速報の詳細度

一球速報の詳細度（投球コース、球種、

球速まで配信するか否か）を事前に配信員

と打ち合わせて周知しておきます。

※詳細に入力するが、配信はボール、スト

ライクのみという設定もできます。



２．運用フロー

（２）配信体制の整備

（a）配信員の育成

EasyScoreで各試合を入力する配信員を予め育成します。ご依頼によりOmyuTechが学習をサポート

します。

① 動画を見ながら入力方法が習得できる教材を使う。

質問用のLINEグループを作っていただければ、OmyuTechのスタッフが学習サポートします。

【資料】自主勉強法： https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/Guide-to-EasyScore.pdf

② 講習会を開催する（集合講習、オンライン講習）

説明と質疑応答、１試合分の入力練習を行います。講師派遣などはOmyuTechが手配します。

※ 実際の試合の入力中でも、分からないことがあればLINEグループで質問できるので、

慣れない間も安心です。

自主勉強法資料はQRから
でもご覧いただけます。

https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/Guide-to-EasyScore.pdf


２．運用フロー

（b）サポート体制の取り決め

配信員の入力中のトラブル対応、Webサイトを見ているファンからの問い合わせ・クレーム対応

などのサポート体制を取り決めておきます。

※OmyuTechでは大会期間中のすべての試合中継を見ており、いつでも連盟や配信員を

サポートできる体制を整えています。また、導入当初で配信員が不慣れな場合などは、

事前の依頼により配信員とOmyuTechのサポート要員でLINEグループを作り、入力中

にトラブルや不明点などあったときに直接ヘルプすることもできます。

連盟（事務局） OmyuTech各球場の配信員

必要時に配信員を直接ヘルプ



２．運用フロー

≪ 大会前 ≫

（３）E-leagueを利用した大会準備

大会開始までに次の順序で準備作業を行います。登録作業スタッフは１名で対応可能です。

■大会基本情報の登録

■参加チーム・選手の登録

■試合の日程・球場の登録

■対戦の組み合わせ（抽選会の結果）の登録

■大会のWeb広報

■運営スタッフの登録・割り当て

【資料】 E-leagueを利用した大会の準備作業チェックリスト：

https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/checklist-league.pdf

チェックリストはQRから
でもご覧いただけます。

https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/checklist-league.pdf


≪ 大会中 ≫

（４）試合入力、メディア配信など

① スタッフへの周知

各球場の配分表をスタッフに配布し、速報配信員に「試合入力前後の作業ガイドライン」

を配ります。

② 速報配信

試合当日、連盟担当者は一球速報.comの大会ページを見ながら、

各会場でスムーズに速報が進んでいるかを確認します。それぞれ

の配信員は「試合入力前後の作業ガイドライン」に沿って入力作

業を行います。入力中にトラブルが発生した場合は、OmyuTech

のサポート要員に連絡し、サポートを受けられます。

③ 試合の確定

公式記録（紙スコア）との照合終了後、連盟担当者が試合確定をすれば、

配信員などが後で内容変更することを防止できます。

２．運用フロー

【球場A】 【球場B】 【球場C】

【連盟事務所】

【OmyuTech】
サポート要員



④ 日程変更への対応

雨天などで試合予定が変わった場合は「試合前中止」を設定し、新しい試合日、試合会場などを再設

定します。

⑤ メディアへの配信

試合結果を確定すれると自動的に勝ち上がったトーナメント表が出来るので、試合後の打ち合わせや

メディアへの配布など、必要によりE-leagueから最新版をダウンロードします。

※一球速報を行った場合、「確定ボタン」を押すと、一球速報.comに表示されるスコアシートに

「公式記録確定版」と表示されます。この機能を使えば、メディアへのスコアシート配布の手間が

省けます。

２．運用フロー



⑥ 表彰等へのデータ活用

一球速報すれば、個人成績（打撃・守備など）

が自動的に集計されるので、各賞の受賞者選

定などに活用します。

⑦ 投球数管理への活用

一球速報.comに大会中の投球数一覧が表示

されるので、週単位・大会単位などでの投球

数管理に活用します。

※EasyScoreでは、投球数のアラームを設定

できるので、この機能を試合中の投球数管

理に利用できます。

２．運用フロー



≪ 大会後 ≫

（５）大会後のデータ活用

①報告書、記録集の作成

E-leagueから必要書類をダウンロードし、後援者への大会報告や記録集などの作成に利用できます。

②速報配信

年間を通して大会速報を運用すれば、連盟独自の選手ランキングも簡単に見ることができるので、

年間表彰などの資料として活用できます。

２．運用フロー



おわりに

OmyuTechは、今後もアマチュア野球界の更なる発展・活性化を支援する各種サービスの

開発・改善に努めて参ります。

ご意見、ご要望、お問い合わせなど、お気軽に下記までお寄せください。

連絡先：supports@omyutech.com



メモ



関連資料

OmyuTech のサービスを利用したアマチュア野球大会の運営については、本書を含めて以下の資料を用意しています。

用途に合わせてご利用ください。

① アマチュア野球大会の速報配信運用ガイド（本書）

連盟のスタッフを対象とし、E-league、EasyScore、および一球速報.comを利用した大会の速報配信の運用イメージを掴み、

連盟スタッフが実施すべき項目とその概要を把握していただくための資料です。

② 速報配信ディレクターの作業ガイド

E-league、EasyScore、LINEを利用した大会運営に関わる連盟の速報配信ディレクターを対象とし、大会期間中の運営の流れ

のイメージを掴んでいただき、各スタッフの役割と作業の概要を把握していただくための資料です。

また、参考として、大会期間中のLINEでのスタッフ間のやりとりの例文も掲載しています。

https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/GuideLine-for-Director.pdf

③ 速報配信員の作業ガイド

EasyScoreアプリを使用して試合入力する速報配信員を対象とし、配信業務をスムーズに漏れなく遂行するために、配信員が

実施すべき作業、事前に準備すべきことや作業上の注意点などをまとめた資料です。

https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/GuideLine-for-Scorer.pdf

④ EasyScoreアプリの自主勉強法

EasyScoreアプリを使用する初心者を対象とし、EasyScoreでの入力・訂正などの基本操作を習得し、試合入力のイメージを

掴み、現場で円滑に入力できるようになっていただくための資料です。

https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/Guide-to-EasyScore.pdf

https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/GuideLine-for-Director.pdf
https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/GuideLine-for-Scorer.pdf
https://www.omyutech.com/wp-content/uploads/Guide-to-EasyScore.pdf

